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事例７「文化の通訳登録・育成」事業

 本事業は、地域で暮らすためのマナーや日本の文化、習慣、制度などを、母

語で正確に情報伝達できる外国人住民等を「文化の通訳」として登録し、随時

開催する「文化の通訳講座」等により育成することで、正しい情報の周知を図

るものである。 

 

1. 外国人住民の現状

 群馬県大泉町の外国人登録者数は約６，３００人（平成２０１１年１月３

１日現在）である。町人口に占める外国人登録者の割合は約１５％で、全国

の市区町村で最も高い割合とされる。 

町内の外国人登録者数を国籍（出身地）別にみると、ブラジルが約 

４，５００人、ペルーが約８００人となっており、両者合わせて外国人の約

８５％を占めている。 

 

2. 背景・事業の目的

  本事業の背景には、行政と外国人とのつながりを一つ一つ確実に作ること

が重要との町の認識がある。町は以前、外国人住民との懇談会を設けていた

が、そこに参加する外国人はコミュニティの代表者よりも「個人」としての

意識が強く、外国人の主たる意見として捉えるには多くの課題が存在した。 

また町では、外国人の日本語習得を重要視しつつも、緊急性や正確性に加

え、より多くの外国人住民にとっての正しい情報の理解という観点から、母

語での情報伝達が確実に行われることを重視している。 

そして、日本語が話せない外国人に一方的に支援をするのではなく、外国

人ができることには積極的に参画してもらうことはできないかという問題意

識の下、外国人住民に情報を正しく理解するとともに周囲に伝える役割を担

ってもらう観点から、本事業を始めるに至っている。 

 

3. 事業の内容

(1) 事業の実施主体

同事業は大泉町が実施しており、「大泉町多文化共生コミュニティセンター」

において、登録業務や登録者に対する講座を実施している。 

 

(2) 事業の実施地域

  大泉町全域である。 
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4. 事業実施年度・予算額

  ２００７年度から実施しており、２０１０年度予算額は５万円である。 

この予算は「文化の通訳講座」の講師の謝金（１回当たり１万円×５回）

であり、講座の材料費や教材費などは受講者が負担することとしている（１

回３００～５００円程度）。 

 

5. 事業の実績・成果等

  ２０１０年度において、「文化の通訳」登録者は累計１２７名となっており、

そのうちの大半がブラジル人やペルー人となっている。 

 本事業は、町から「文化の通訳」、「文化の通訳」から情報を伝達した相手、

という２つのチャンネルだけではなく、情報を伝達された人の家族や友人等

を通じて、正確な情報の周知に貢献しているとみられる。また、文化の通訳

講座に関わる講師やボランティアに対しても、多文化共生の意識向上の効果

をもたらしていると考えられる。 

また、本事業をきっかけとして、 

・ 登録者の外国人学校の先生が講座で習ったマナーや送られた情報を学校

の子供たちに教えていること 

・ 登録者の中から町の防災訓練でボランティアとして協力する者が出てく

るなど、行政との信頼関係を築ける人が増えていること 

・ 登録者の中に、「公共用地に花壇を作りたい」といった地域社会に貢献し

たいという意気込みがみられること 

・ 「多文化共生コミュニティセンター」のホームページに「文化の通訳」講

座の報告を出すと、日本語・ポルトガル語両方のアクセス数が増加するこ

と 

・ 新聞やテレビ局の取材も多く、記事や番組をきっかけとして文化の通訳の

取組みに理解を示す日本人が増えてきたこと 

といった、外国人・日本人双方に新たな動きがみられている。 

さらに、本事業は少額予算で実施されていることもあり、他の地方公共団

体からも関心が寄せられ、大泉町に倣った同様の取組みを行う団体も出始め

ている。 
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